






1.研究の目的及び経過 

わが国の乳児死亡率は国際比較のうえで最低率を示すに至ったが,幼児および学童の死亡

率は漸次低下の傾向を示しているものの,なお低減の余地が残されている。しかし,これら

小児保健統計の年次推移をみると,わが国における母子保健対策の成果が明瞭に示されて

おり,特に身体的疾患に対する対策の成果が如実に現われてきたことが分かる。 

一方,近年の小児の健康上の諸問題を考えてみると,その多くは小児の成長・発達に影響を

及ぼす心理学的あるいは行動学的視点からみた養育条件のゆがみに由来することが推察さ

れ,家庭における養育環境の分析検討を中心とした家庭保健に関する総合的研究が急務と

されている。 

そこで,本研究では昭和 61 年度より,小児の心身の成長・発達とりわけ心の健康の問題に重

点をおきながら,家庭保健,学校保健,思春期保健の立場から,小児の成長・発達に影響する

養育条件を解明することを目的として検討を進めてきた。本年度は研究の第 2年度に当た

り,各分担研究およびそれぞれの協力研究は大きな発展をみた。以下,それぞれの内容の概

要を略述する。 


